
□
水
繪
に
志
し
し
最
初
の
動
機

美

登

里

生

私
は
、
小
學

校
時
代

か
ら
大

の
繪

好
で
し
た
が
、

中
學

に
入

る
と
間

も
な
く
、
今

の
福
岡

大
學

、

未

だ
其
頃

は
縣
立

で
あ

つ
た
福
岡
病

院
で

一
年

半
程
病
氣
療
養

し
ま
し

た
。
御
承
知

の
幽
境

、

袖

の
浦
の
朝

の
色

、
名
島

の
濱
の

夕
景
色

、
多

々
羅

に
網
引
く
蜑

の
樣

、
さ

て
は
箱
崎

八
幡

の

嚴

め
し
き
社

殿
、
其
他
附
近

の
景
色

が
、
何
れ

も
活

け
る
畫

で

せ
う
。
此
四
圍

の
風

景
は
非
常

に
私
の
頭

を
變

化

さ

せ
ま

し
た

。
當
時
友

人

に
、

大
變

文
學
趣
味

を
有

し
て

居

る

の

が
有

ま
し

た
。
私
も
好

め
る
道

と
て
常

に
文
筆

を
弄

し
て

唯

一
の
娯
樂

と
し
て
居
ま
し
た
が
、
神

秘
の
妙

は
、
歌

や
詩

で
は
充

分
で

な

い
、
是
非
共
畫

の

力

に
倚

つ
て
自
然

の
美

を
捉

へ
ね

ば
な
ら

ん
と

考

へ
ま
し
た

。
で
、
小
學
校
で

習

つ
た
鉛
筆
畫

で
、

お
ぼ

つ
か
な

く

も
畫

い
て
は
失
敗

し
、
失

敗
し

て
は
畫

き

し
て
見
ま

し
た

。
其
後

全
快

し

て
東
京

で
或
る
中
學
四
年
級

に
入

つ
た
時

、
乍

不
完

全
水
彩
畫

を
習

い
ま
し
た
。
其
頃
大

下
先

生

の
、
水
彩
畫

の
栞
を
買

つ
て
大
悦

び
、

マ
ア

免

に
角

一
通
り
畫

い
て
見

て
、
同
好

の
友

人

二
三
人

と
安
繪
具
を
持

つ
て
、
王
子
や
行
徳
ま
で
も
出
掛
け

て
見
事
失
敗
!
、
併
し
、
其
趣
味
あ
る
事
は
大
な
る

も

の
で
、

ナ
カ
ナ
カ

思

切
れ
な

い
。
都

合

に
依

つ
て

歸
郷
し

た
後
も
、
水
彩
畫

階
梯
や

、
其
外

二
三
の
手

引
を
師
と
し

て

や
つ
て
居

ま
す
。
今

で
も
私
は
、
水

畫
程
趣
味

の
高

尚
な
も

の
は
な

い
、
と
信
じ

て

居
ま
す
。
殊

に
野
外
寫

生

の
興
味

と
來
て
は

、

亦
格

別
な
も

の
で
す
。

□
自
製
の
架
畫

伯
耆
　

幽
溪

生

僕
の
自
製
の
野
外
用
架
畫
は
、
職
人
の
手
を
要

せ
ず
、
誰

れ
に
も
即
坐
に
造
ら
れ
得
る
最
簡
單

に
て
、
且
堅
固
な
も
の
で
あ
る
故
是
に
其
製
法

を
傳
授
致
そ
う
。

先
づ
直
径

一
寸
長

二
尺
の
竹
、
可
成
眞
直
な
る

も
の
六
本
を
撰
み
、
其
三
本
は
頭
を
揃

へ
て
釘

に
て
綴
付
け
、
其
下
部
に
は
漸
く
其
穴

に
入
る

べ
き
程
の
細
き
竹
長

三
寸

の
も
の
三
個
を
各

一

寸
五
分
宛
打
込
み
、
之
れ
を
繼
手
と
な
し
、
他

の
三
本
の
竹
を
各
篏
入
す
。
而
て
全
長
の
最
下

部

よ
り

一
尺
八
寸
位
の
所

へ

(尤
も
僕
は
土
下

坐

の
流
儀
で
あ
る
か
ら
、
三
脚
几
を
使
用
す
る

諸
君
は
二
尺
六
七
寸
位
に
)
左
右

の
兩
竹
に
折

釘
を
差
し
て
畫
板
受
け
と
な
す
。
之
れ
で
上
等

の
架
畫

が
出
來
し
た
の
で
あ
る
。

繼
手
よ
り
取
外
し
、
其
纒
縮
め
た
る
容
積
は
僅

に
長

二
尺
の
三
寸
角
以
内
に
し
て
、
取
扱
至
極

簡
便

な
も

の
で

あ
る
。
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